
！？
　

待
機
児
童
の
マ
マ
・
パ
パ
か

ら
、や
む
を
得
ず
保
育
料
が
高

い
無
認
可
園
に
入
れ
た
、仕
事

を
辞
め
た
な
ど
悲
痛
な
訴
え
が

多
く
、「
広
い
園
庭
を
見
る
と
、

日本共産党川崎市議団がお配りしている「くらし・子
育て・高齢者に関する市民アンケート」には、ママ・パ
パから切実な声が殺到。さっそく9月市議会でみなさ
んの声を代弁し、支援強化を迫りました。

ビ
ル
の
一
室
に
通
う
わ
が
子
に

申
し
訳
な
く
思
う
」と
い
う
声

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。待
機
児

童
数（
今
年
４
月
、１
０
７
６

人
）が
人
口
比
で
政
令
市
ワ
ー

ス
ト
１
位
の
保
育
園
不
足
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

　

増
設
の
規
模
を
引
き
上
げ
、

園
庭
の
あ
る
認
可
保
育
園
を
増

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、政
令
市
で
い

ち
ば
ん
高
い
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料

の
負
担
が
生
活
苦
の
要
因
に
な
っ
て

い
る
実
態
が
浮
き
ぼ
り
に
。公
立
の

幼
稚
園
が
ひ
と
つ
も
な
い
こ
と（
今

年
3
月
で
全
廃
）へ
の
不
満
の
声
も

た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。

　

共
産
党
は
、保
育
料
補
助
で
国
の

基
準
額
に
全
収
入
ラ
ン
ク
で
上
乗
せ

補
助
を
し
て
い
る
横
浜
市
、さ
い
た

ま
市
な
ど
の
よ
う
に
、川
崎
市
も
上

乗
せ
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、小
学
校
に
上
が
り
医
療
費
助
成
が
な
く

な
る
こ
と
が
子
ど
も
の
受
診
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
に
。助
成
拡
大
の
願
い
は
切
実
で
す
。

　
「
私
の
任
期
中
に
拡
充
す
る
」と
明
言
し
た
阿
部
市
長
に
対

し
、共
産
党
は
、東
京
23
区
の
よ
う
に
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、対

象
年
齢
を
中
学
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
、遅
く
と
も
来
年

４
月
か
ら
拡
充
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

や
す
に
は
用
地
の
確
保
が
不
可

欠
で
す
。9
月
議
会
で
阿
部
市

長
は「
県
有
地
を
含
め
具
体
的

な
用
地
の
確
保
に
取
り
組
み
た

い
」と
約
束
。共
産
党
の
要
求
が

生
か
さ
れ
、市
が
土
地
所
有
者

と
保
育
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。

　文部科学省の調査（08年）では全国の公立中学校の
完全給食実施率は８割以上ですが、神奈川県の実施率は

わずか16％と、ひどい立ち遅れ。川崎市、横浜市など大都市
がやっていないことが影響しています。

育ち盛りの中学生にバランスのとれた、おいしい給食を―。共産党
は、東京都内や首都圏でもほとんどの自治体が実施している中学校
給食に、川崎市でもふみだすよう求めています。

今年の夏、熱中症被害とともに

「身元不明の高齢者」の問題が浮

かびあがりました。ひとり暮らしや夫婦

のみの高齢者世帯に目をむけ、孤立化さ

せない取り組みが求められています。

　9月議会で共産党は、高齢者の実態をき

め細かく把握し、地域の共同で高齢者を

支えるネットワークをつくるため、「地域

包括支援センター」の職員増員などを要

求。兵庫県芦屋市が復興住宅で行なって

いる24時間・生活援助員（LSA）派遣事業、

配食サービス、介護保険外のヘルパー派

遣や、東京都港区での高齢者へのきめ細

かい安心・見守り事業（救急医療情報キッ

　

今
春
、就
職
が
決
ま
ら
な
い

ま
ま
高
校
・
大
学
を
卒
業
し
た

人
が
６
年
ぶ
り
に
７
万
人
を
突

破
。川
崎
市
内
の
市
立
高
校
生

の
就
職
内
定
率
も
前
年
を
下
回

り
、
今
年
３
月
末
で
未
就
職

だ
っ
た
43
人
の
う
ち
、い
ま
も

3
人
し
か
正
規
雇
用
に
就
け
て

い
ま
せ
ん
。共
産
党
は「
最
後
の

１
人
ま
で
責
任
を
も
つ
よ
う
、

市
長
を
先
頭
に
取
り
組
む
べ

き
」と
、市
と
し
て
高
校
生
の
就

職
を
専
門
的
に
支
援
す
る
体
制

を
つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は「
学
校
と
庁
内
関
係

部
局
が
連
携
を
は
か
り
関
係
機

関
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
な

が
ら
就
職
支
援
を
進
め
る
」と

答
え
ま
し
た
。

　

本
紙
1
8
8
号
で「
小
中

学
校
の
全
普
通
教
室
に
エ

ア
コ
ン
設
置
が
完
了
」と
報

告
し
ま
し
た
が
、ア
ン
ケ
ー

ト
で「
わ
が
子
の
学
校（
東

菅
小
）で
は
設
置
さ
れ
て
お

ら
ず
、毎
日
暑
い
中
、授
業

を
受
け
て
い
ま
す
」と
の
ご

意
見
が
届
き
ま
し
た
。

　

調
査
す
る
と
市
内
の
公

立
小
中
学
校
１
６
４
校
の

う
ち
、大
規
模
改
修
中
の
小

学
校
４
校（
旭
町
、大
師
、川

中
島
、東
菅
）と
西
中
原
中

学
校
で
は
来
年
夏
も
ク
ー

ラ
ー
が
な
い
教
室
が
一
部

に
残
る
こ
と
が
わ
か
り
、９

月
議
会
で
こ
れ
ら
５
校
の

緊
急
対
策
を
検
討
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　市内の全事業所数の約１割を占める中小建設業は主要な産
業の一つですが、経済不況で仕事が激減しています。　
　すでに全国150以上の自治体が「住宅リフォーム助成制度」を
導入。共産党は、今年４月から実施して大きな経済効果が実証
されている岩手県宮古市の取り組みを視察し、9月議会で川崎
市でも検討するよう提案しました。

　耐震改修から、壁、屋根、障子、ふすま、畳の張り替えも…。岩手
県宮古市の「住宅リフォーム助成制度」は、20万円以上のリフォ
ーム工事に対して一律10万円まで補助。市が緊急経済対策と位
置づけ、バリアフリー化、耐震補強に加えて「住宅の長寿命化」と
いう目的で対象工事をひろげ、使いやすい制度に。２回の補正予
算を含めて計２億５千万円を確保し、おおよそ10世帯に１世帯
の割合で利用できる予算です。７月までにこの制度を使った全工
事費用は７億円を超えています。

静岡県
東京都
千葉県
埼玉県 99.5％

99.0％
88.7％
96.6％
16.2％
80.9％全国平均

公立中学校の完全給食実施率

2008年5月1日現在
文部科学省調査から抜粋

▲兵庫県芦屋市の生活援助員派遣事業
を視察し、ひとり暮らしの高齢者からお
話を聞く共産党川崎市議団（今年7月、南
芦屋浜シルバーハウジング）。

▲
東
京
都
港
区
が
配
布
し
て
い
る「
救
急
医

療
情
報
キ
ッ
ト
」…

か
か
り
つ
け
医
療
機
関
、

服
薬
内
容
、持
病
な
ど
の
情
報
を
キ
ッ
ト（
容

器
）に
入
れ
、自
宅
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま
す
。

トの配布、ライフリズム・緊急通報システ

ム、家事援助サービス、コミュニティバス

乗車券、無料入浴券給付、その他）などの

取り組みを視察し、そうした施策を川崎

市でも取り入れるよう提案しました。

認
可
保
育
園
待
機
児
ゼ
ロ
へ

緊
急
大
増
設
を

緊
急
大
増
設
を

私
立
幼
稚

私
立
幼
稚
園
高
い
保
育
料

上
乗
上
乗
せ
補
助
補
助
を

子
ど
も
医
療
費
助
成

子
ど
も
医
療
費
助
成

中
学
中
学
生
ま
で

拡
充
を

川崎市 　　　　　　遅れた子育て環境子育て環境
このままのままでいいのでいいのでしょうでしょうか

市民アンケートの声うけとめ
日本共産党が市議会で要求

全国8割の学校で実施

川崎でも中学校給食を

共産党川崎市議団

次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

きめ細め細かなかな高齢者高齢者サービービス
 “安心・見守り”事業を提案提案

日本共産党川崎市議団

高
校
生
・
若

高
校
生
・
若
者
の

就
職
支
援

就
職
支
援
に

 
市
が
全
力
つ
く
す
と
き

クーラー未設置の
小中学校　　緊急対策を求める

住宅住宅リフォーム助成
を提案しましたを提案しました

 みなさんのご意見・ご要望をお寄せください
 FAX 044－245－4140
Ｅメール info@jcp-kawasaki.gr.jp

高齢者を
孤立化させない
地域の
ネットワークづくり

日本共産党川崎市会議員団
川崎市川崎区宮本町1　
川崎市役所内　　200-3360
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用
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全
収
入
ラ
ン
ク
で
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市民
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れしい

中小
建設業

者の仕事おこし


